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研究成果の概要（和文）：ソーシャルワーカー・保育者の養成教育の実習教育に焦点化し、ICTを活用したｅポ
ートフォリーを中心とした教育プログラムを開発し、その効果を分析することを目的とした。2020年からの新型
コロナ感染症拡大の影響を受けて、当初想定していた通りには研究が進まなかったが、主に次のような研究成果
を得た。①実習記録の電子化などのＩＣＴ活用における阻害要因を明らかにした。②コロナ禍の影響も受けなが
らどのような教育実践・研究が行われたのかを学術的に整理した。③Google Apps Scriptを活用した実習記録考
察文作成支援システムを開発した。④AIは初学者レベルの考察文を生成することができることを実証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an educational program centered on 
e-portfolios using ICT, focusing on practical training education in the training education of social
 workers and childcare workers, and to analyze its educational effects. Although we were unable to 
proceed with the research as initially envisioned due to the spread of new coronavirus infection 
from 2020, we were able to obtain the following main research results. (1) We clarified the 
disincentive for the use of ICT, such as the computerization of practice records. (2) Academically 
organized what kind of educational practices and research were conducted while also being affected 
by the coronary disaster. (3) We developed a support system for creating practice record discussion 
sentences using Google Apps Script. (4) Demonstrated that AI can generate a reflection text at the 
beginner's level.

研究分野： 社会福祉学

キーワード： ソーシャルワーク教育　教育工学　ｅポートフォリオ　実習記録　ソーシャルワーク実習指導
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義は、十分な研究蓄積が無かったICTを活用した養成教育の実践的研究と新たな知見を得ることができ
た点である。ICTを活用することでより専門的に考察が可能となること、文章生成AIをどのように実習教育に位
置づけていくべきかを考える基礎的知見を得ることが特に評価できる。
社会的意義は、コロナ禍でのICT活用の代替実習や演習の教育実践に貢献することができた点が挙げられる。特
に日本ソーシャルワーカー教育学校連盟が実施した調査研究事業にも関わることを通して、ICTを活用した場合
でも教育の質が担保されることの実証にも貢献することができた。今後の養成教育にとって実用的な研究成果を
得ることができたと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現代社会における少子高齢化に伴って、介護ニーズの増大とともに、子育て支援としての保育

ニーズの増大がみられる。そのような中、福祉政策としては福祉・保育の人材（ソーシャルワー
カー・保育者）をどのように確保すれば良いのか、特に介護人材と保育人材における人材確保難
という状態であった。 
 そのような社会的状況の中で、情報通信技術（ICT）を活用したより効果的な教育プログラム
を展開することを通して、より専門性の高いソーシャルワーカー・保育者の養成が求められてい
た。ソーシャルワーク教育団体連絡協議会は「新福祉ビジョン特別委員会」編による『ソーシャ
ルワーカー養成教育の改革・改善の課題と論点＜最終報告＞』において、相談援助実習（現在の
ソーシャルワーク実習）において、「デジタルデバイスによる実習指導も巡回及び帰校日指導に
よる指導に相当するものとして位置づけるべきである」と提起していた。 
 このような社会的必要性が高まっていたにもかかわらず、研究開始当初の時期に当たる 2019
年頃までは、現場実習における ICT 活用に関する実証的な研究は十分に行われているとは言い
難かった。これは、e ポートフォリオの活用が進んでいる教職課程領域における研究とは大きく
異なっていた。ソーシャルワーカー・保育者養成教育の現場実習において、e ポートフォリオを
活用した教育プログラムを開発し、それが直接対面で行う巡回指導等と同じような教育効果が
あるのかを検証した研究は行われていなかった。 
 なお、本研究課題は2020年度の新型コロナ感染症の拡大を受ける前から始めたテーマであり、
上記の研究開始当初の背景は、研究期間 1 年目（2020 年 2 月半ば頃）からは大きく状況は変化
したことを、あえてここに記す。コロナ禍における ICT を活用した養成教育が全国的に必要と
なり、その必要性や教育実践研究の在り方は研究期間 2 年目（2020 年 4 月～）以降大きく変化
した。したがって、後述の研究成果はコロナ禍に伴う社会変動の影響を大きく受けた。 
 
２．研究の目的 
先述の学術的かつ社会的背景を踏まえ、ソーシャルワーカー・保育者養成教育の現場実習にお

いて e ポートフォリオを活用した教育プログラムとはどのようなものであり、どのような教育
効果があるのかを明らかにすることを研究の目的とした。これは新規の領域を開拓し、より質の
高いソーシャルワーカー・保育者を養成する教育プログラムの開発を目指すという点で、学術的
独自性が高いと言える。 
具体的には、①実習現場において e ポートフォリオを導入するにあたっての解決すべき課題、

②e ポートフォリオを活用した教育プログラム（実習指導方法）、③開発した教育プログラムの
教育効果、以上 3 点を明らかにすることが研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
研究の目的を達成するために、目的①については実習教育に関わる関係者に調査を行う、目的

②については e ポートフォリオのソフトウェアを開発する、目的③については実習巡回指導や
帰校日指導と同様の教育効果があるかを実習関係者（教員、指導者、学生）に対してインタビュ
ー調査をする、以上の方法を用いることとした。しかし、2020 年初頭からのコロナ禍の影響を
受けて、先述の研究目的を維持しながら当初計画していた研究方法を若干変更した。 
 
４．研究成果 
本研究課題における研究成果は次の通りである。 

①実習記録の電子化などのＩＣＴ活用における阻害要因を明らかにした。 
②コロナ禍の影響も受けながらどのような教育実践・研究が行われたのかを学術的に整理した。 
③Google Apps Script
を活用した実習記録考
察文作成支援システム
を開発した。 
④AIは初学者レベルの
考察文を生成すること
ができることを実証し
た。 
 
1）研究成果①に該当す
る実習記録の電子化に
ついて、ソーシャルワ
ーク学習者を中心に自
由記述回答型のアンケ
ートを実施した。収集

図 1 ICT 導入に反対する理由 



したデータから ICT 活用に反対する理由を分析して、ICT 活用における阻害要因を明らかにし
た。その結果が図 1 である。「手で文字を書くことの学習効果」や「非言語的に伝わること」等
の手書きが持つ機能性への期待があり、実習記録を作成する教育目的を達成する上で必要な条
件であるのかを今後検証する必要がある事が明らかとなった。 
 
2）これに関連発展的に取り組んだ研究として、ソーシャルワーク教育における演習授業におけ
る ICT 活用を経験した学習者を対象に、教育効果と使用した感想に関する調査を行った。この調
査結果（図 2）から、演習授業で ICT を活用したオンライン方式で行った場合、コミュニケーシ
ョン面において学習者はデメリットを感じており、コミュニケーション面で充分に取り組めて
いないと感じ、
その結果対面
方式を望まし
いと考えるよ
うになること
が分かった。オ
ンライン方式
で学ぶために
は、この点をカ
バーする工夫
が課題となる
と考えられる。 
 
3）研究成果②
に該当するものとしては、ソーシャルワーク教育及び保育者養成教育において、コロナ禍の影響
を受けながらどのような教育実践・研究が行われたのかを複数回レビューし続けたものがある。 
ソーシャルワーク教育においては、新型コロナウィルス感染拡大前までは、人と対面によるコミ
ュニケーションに重きを置く学問領域のためか、ICT の活用事例はほとんど存在していない状態
であった。しかし、感染拡大により、大学等が通常の教育を実施できなくなったことで、現在で
は、実習記録、遠隔地で実習する学生指導など広く受け入れられつつあり、前向きに教育 DX を
推進している状況にある。このように、DX化が着実に進んでいるものの、Puentedura（2010）の
SAMR モデルでは、現時点はまだ Substitution（従来の教育ツールの代替）の状況と思われる。
今後の研究課題として、ソーシャルワーク教育の DX推進に関する調査・分析が求められており、
他分野における教育 DXとの違いを提示することが挙げられる。 
保育者養成教育においては、実習記録の eポートフォリオを活用することで、記録作成にかかる
移管を客観的に測定できる、専門用語を適切に使用できているかどうかを客観的に示す、誤字脱
字や語句の修正に時間を取られず、リフレクションに時間を費やすことができるといったメリ
ットがあることを示した。 
これらのレビューを通した学術的整理は、ICT
の活用が一気に進んだコロナ禍前から（2013
年から）、ソーシャルワーカー・保育者養成教
育における ICT 活用に関する研究に取り組ん
できた我々研究チームだからこそ得ることが
できた研究成果であると考える。 
 
4）研究成果③は、コロナ禍を受けてｅポート
フォリオの導入の必要性が一気に高まったこ
とで、大手のシステム開発会社が商品として
リリースしたことの影響を受けたものであ
る。本研究課題では、当初、ｅポートフォリ
オのシステムを開発し、教育プログラムとし
て実践した場合、どのような学びを得ること
ができるのかを明らかにする点にあった。し
かし「先を越された」形で完成度の高いシス
テムがリリースされたことを受けて、そのシ
ステムの根幹である実習日誌の考察文を作成
する支援システムを開発することを発展的に
目的とした。 
開発には Google Apps Script を用いた。実習
生が質問項目に回答する形で、実習日誌考察
文が自動生成されて、実習生が入力時に登録
したメールアドレスへ送信する流れとした。
開発したシステムの入力画面については、図
3 の通りである。実際にソーシャルワーク教

図 2 受講生の感じるメリット・デメリットと望ましい授業方法との関係

図 3 入力画面 



育の学生に対して試用してもらい評価してもらった。その結果、初学者で書き慣れていないと助
かる、実習経験と専門的知識を結び付けることができる等の専門性の獲得に有効である等の評
価が示された。一方でスマートフォンでは文字入力が煩わしい、作成された文章に違和感がある
等の改善点が示された。 
 
5）研究成果④は、研究期間の終わり頃にリリースされた ChatGPT のサービスを受けて発展的に
取り組んだ課題である。ソーシャルワーク教育（社会福祉士養成教育）におけるソーシャルワー
ク実習では、実習日誌（実習記録）の作成に取り組む。この実習日誌に書き込む考察文章につい
て、AI が作成した文章と、学生が実習時に作成した文章を、それぞれ実習記録としての書き方・
内容について評価したデータを収集した。分析をした結果、AI が作成した文章と学生が作成し
た文章では違いが見られず、同一レベルに達することが明らかになった。図 4と 5は、その分析
結果である。 
 

 

 
図 5 考察内容に関する評価項目における学生作成と AI 作成の比較 

図 4 書き方に関する評価項目における学生作成と AI 作成の比較 
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